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論文審査の結果の要旨 

 

平成 25年 3月 26日 森恵莉氏学位審査報告  呼吸器内科 桑野和善 
 平成 25 年 3 月 26 日に、水之江義充教授、加藤孝邦教授と共に審査いたしま

した森恵莉氏の学位論文審査についてご報告申し上げます。森恵莉氏は、平成

15 年 3 月筑波大学医学部を卒業後、同年 4 月より本学付属病院長直属耳鼻科配

属研修医となり、平成 17 年より耳鼻咽喉科学医員、平成 21 年より同上助教と

なり現在に至っております。 
 テーシスは「慢性副鼻腔炎における嗅覚障害について」であり、日本耳鼻咽

喉科学会の英文誌である Auris Nasa Larynx 2013 年にアクセプトされた主論

文 1 編と、副論文 2 編よりなります。 
 嗅覚障害患者の 4－5 割は慢性副鼻腔炎であると報告されております。中でも

組織中に好酸球浸潤を多く認める好酸球性副鼻腔炎は、早期に嗅覚障害をきた

し、高度の嗅覚障害に至る疾患であるとされています。特に欧米では、嗅覚障

害をきたす慢性副鼻腔炎のほとんどが好酸球性副鼻腔炎とされています。これ

に対して日本を含むアジアでは、非好酸球性副鼻腔炎も嗅覚障害の原因となり

ます。そこで森氏は、日本人における好酸球性と非好酸球性副鼻腔炎の嗅覚障

害を比較し、高度の嗅覚障害をきたす予測因子について検討いたしました。 
 方法は、2007 年 4 月から 2008 年 3 月までの 1 年間に、慈恵医大付属病院、

市川総合病院、太田総合病院において内視鏡下鼻内手術を受けた病理学的に慢

性副鼻腔炎と診断された 621 例のうち、嗅覚評価が可能な 418 例を対象として

前向きに検討しております。嗅覚障害の評価として基準嗅覚閾値検査、自覚症

状スコア、静脈性嗅覚検査を用いております。その結果、好酸球性副鼻腔炎は、

非好酸球性副鼻腔炎と比較して有意に自覚症状スコアは高く、平均認知閾値も

高かった。また、高度嗅覚障害も好酸球性で 55.2%、非好酸球性で 36.8%と好

酸球性で有意に割合が高かった。以上の結果を用いて、嗅覚障害に影響を及ぼ

す予測因子を多変量解析行いました。その結果、好酸球性副鼻腔炎においては、

嗅裂ポリープ、喫煙継続、末梢血 IgE 値、篩骨洞陰影、気管支喘息の 5 項目が、

非好酸球性副鼻腔炎においては篩骨洞陰影、嗅裂ポリープの 2 項目が高度嗅覚

障害の有意な予測因子でした。森らは、これらの予測因子を持つ患者は嗅覚障

害が高度であること、また、好酸球性副鼻腔炎では、より嗅覚障害の頻度が高

く、より高度であり、非好酸球性副鼻腔炎と異なる疾患として病態解明並びに

対策を立てる必要があると結論しております。 
 これに対して、審査委員より、急性および慢性副鼻腔炎の定義及びその病態、

日本人において好酸球性副鼻腔炎が増加している原因は何か、免疫学的に病態

をどう説明できるのか、嗅覚障害の機序は何か、加齢や喫煙による嗅覚障害の



機序は何か、など多くの質問がなされたが、森氏は豊富な知識をもとに的確に

解答されました。審査委員で討議した結果、好酸球性副鼻腔炎における嗅覚障

害の病態解明において貴重な報告であると評価し、本論文を学位論文として価

値があるものと判断いたしました。よろしくご審査のほどお願い申し上げます。 
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